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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月6日(2014.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラーフィルタを備えた撮像素子により得られた画像の、着目画素の周辺の複数の画素
の信号値から、前記着目画素の信号値を生成する画像処理装置であって、
　前記着目画素に対する彩度信号から、前記着目画素が無彩色である度合を示す判定信号
を出力する判定手段と、
　前記着目画素の周辺の複数の画素のうち、前記着目画素と異なる色の複数の画素の信号
値から、前記着目画素の信号値と相関の高い画素が存在する方向を判別する無彩色方向判
別手段と、
　前記着目画素の周辺の複数の画素のうち、前記無彩色方向判別手段が判別した方向に存
在する画素の信号値を用いて前記着目画素の信号値を生成する第１の補正値生成手段と、
前記着目画素の周辺の複数の画素のうち、前記着目画素と同色の複数の画素の信号値と、
前記着目画素と異なる色の複数の画素の信号値とから前記着目画素の信号値と相関の高い
画素が存在する方向を判別する有彩色方向判別手段と、
　前記着目画素の周辺の複数の画素のうち、前記有彩色方向判別手段が判別した方向に存
在する画素の信号値を用いて前記着目画素の信号値を生成する第２の補正値生成手段と、
　前記判定信号、前記第１の補正値生成手段の生成する信号値、および、前記第２の補正
値生成手段の生成する信号値を加重加算した信号値を出力する加重加算手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記加重加算手段は、前記判定信号により、前記着目画素が無彩色である度合が高いこ
とが示されるほど、前記第１の補正値生成手段の生成する信号値の重み付けを大きく、か
つ前記第２の補正値生成手段の生成する信号値の重み付けを小さくして、前記第１の補正
値生成手段の生成する信号値と前記第２の補正値生成手段の生成する信号値とを加重加算
することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記無彩色方向判別手段が、
　前記着目画素の周辺の複数の画素のそれぞれについて、該画素を挟んで位置する２つの
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前記着目画素と異なる色の画素の信号値の差分の平均値を、第１方向、第２方向、第３方
向、および第４方向の各々について求め、該求めた方向別の平均値のうち、最小の値に対
応する方向を、前記着目画素の信号値と相関の高い画素が存在する方向として判別する、
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記有彩色方向判別手段が、
　前記着目画素と同色の、前記着目画素の周辺の複数の画素の信号値から、前記着目画素
の信号値と相関の高い画素が存在する方向が、前記第１または第２方向であるか、あるい
は、前記第３または第４方向であるかを判別する第１の方向判別手段と、
　前記着目画素と異なる色の、前記着目画素の周辺の複数の画素の信号値から、前記着目
画素の信号値と相関の高い画素が存在する方向として、前記第１および第２方向のいずれ
か１つと、前記第３および第４方向のいずれか１つを判別する第２の方向判別手段と、
　前記第１の方向判別手段によって前記着目画素の信号値と相関の高い画素が存在する方
向が前記第１または第２方向と判別されていれば、前記第２の方向判別手段が判別した前
記第１および第２方向のいずれか１つを選択し、前記第１の方向判別手段によって前記着
目画素の信号値と相関の高い画素が存在する方向が前記第３または第４方向と判別されて
いれば、前記第２の方向判別手段が判別した前記第３および第４方向のいずれか１つを選
択する選択手段と、
を有することを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記第１方向が縦方向、前記第２方向が横方向、前記第３方向が４５度方向、および、
前記第４方向が１３５度方向であることを特徴とする請求項３又は請求項４記載の画像処
理装置。
【請求項６】
　カラーフィルタを備えた撮像素子と、
　請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の画像処理装置とを有し、
　前記撮像素子により得られた画像のうち、前記撮像素子の欠陥画素の信号値を、前記画
像処理装置によって取得することを特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　カラーフィルタを備えた撮像素子と、
　請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の画像処理装置とを有し、
　前記撮像素子により得られた画像の着目画素に対する色補間処理において、前記画像処
理装置の前記加重加算手段によって算出される前記信号値を用いることを特徴とする撮像
装置。
【請求項８】
　カラーフィルタを備えた撮像素子により得られた画像の、着目画素の周辺の複数の画素
の信号値から、前記着目画素の信号値を生成する画像処理装置の制御方法であって、
　判定手段が、前記着目画素に対する彩度信号から、前記着目画素が無彩色である度合を
示す判定信号を出力する判定工程と、
　無彩色方向判別手段が、前記着目画素の周辺の複数の画素のうち、前記着目画素と異な
る色の複数の画素の信号値から、前記着目画素の信号値と相関の高い画素が存在する方向
を判別する無彩色方向判別工程と、
　第１の補正値生成手段が、前記着目画素の周辺の複数の画素のうち、前記無彩色方向判
別工程で判別された方向に存在する画素の信号値を用いて前記着目画素の信号値を生成す
る第１の補正値生成工程と、
　有彩色方向判別手段が、前記着目画素の周辺の複数の画素のうち、前記着目画素と同色
の複数の画素の信号値と、前記着目画素と異なる色の複数の画素の信号値とから前記着目
画素の信号値と相関の高い画素が存在する方向を判別する有彩色方向判別工程と、
　第２の補正値生成手段が、前記着目画素の周辺の複数の画素のうち、前記有彩色方向判
別工程によって判別された方向に存在する画素の信号値を用いて前記着目画素の信号値を



(3) JP 2013-38655 A5 2014.9.18

生成する第２の補正値生成工程と、
　加重加算手段が、前記判定信号、前記第１の補正値生成工程で生成された信号値、およ
び、前記第２の補正値生成工程で生成された信号値を加重加算した信号値を出力する加重
加算工程と、
を有することを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項９】
　コンピュータを、請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段
として機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上述の目的は、カラーフィルタを備えた撮像素子により得られた画像の、着目画素の周
辺の複数の画素の信号値から、着目画素の信号値を生成する画像処理装置であって、着目
画素に対する彩度信号から、着目画素が無彩色である度合を示す判定信号を出力する判定
手段と、着目画素の周辺の複数の画素のうち、着目画素と異なる色の複数の画素の信号値
から、着目画素の信号値と相関の高い画素が存在する方向を判別する無彩色方向判別手段
と、着目画素の周辺の複数の画素のうち、無彩色方向判別手段が判別した方向に存在する
画素の信号値を用いて着目画素の信号値を生成する第１の補正値生成手段と、着目画素の
周辺の複数の画素のうち、着目画素と同色の複数の画素の信号値と、着目画素と異なる色
の複数の画素の信号値とから着目画素の信号値と相関の高い画素が存在する方向を判別す
る有彩色方向判別手段と、着目画素の周辺の複数の画素のうち、有彩色方向判別手段が判
別した方向に存在する画素の信号値を用いて着目画素の信号値を生成する第２の補正値生
成手段と、判定信号、第１の補正値生成手段の生成する信号値、および、第２の補正値生
成手段の生成する信号値を加重加算した信号値を出力する加重加算手段と、を有すること
を特徴とする画像処理装置によって達成される。
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